






1 目的 

ヒトの生体リズムのうち約 24時間の周期的変動を示す現象は概日リズム(サーカディアン

リズム)と呼ばれ,睡眠・覚醒の変化を始め,体温,呼吸,心拍,ホルモン分泌のリズムなど多

くの生体リズムが概日リズムを示すことが知られている。ヒトの概日リズムは生体時計に

支配される内因性のリズムであると考えられているが,そのリズムの存在は出生直後から

乳児期早期には不明瞭である。生後 3ヵ月頃になると外界の環境リズムに同調して概日リ

ズムの存在がほぼ明らかになってくる。またいくつかの生体リズムは互いに密接な関係を

保って変動することが知られており,特に睡眠・覚醒の変化に伴って一定の位相を保って変

化するものが多い。従って小児の生理的な発達を睡眠・覚醒の概日リズムの発達としてと

らえることは重要なことと思われる。我々は,正常乳児の睡眠・覚醒リズムを観察・記録す

ることによって,ヒトの概日リズムがいつ頃から,どの様に形成されるのかを明らかにする

ことを試みた。 


